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今年度の最終評価について
【全日制】

・部活動やボランティア活動など、学
習活動以外で得ることが出来る力を身
に付ける機会をできるだけ提供する。
・生徒指導を充実させるためには、学
校だけでなく地域や家庭と連携して行
うことが重要である。今後も、関係機
関と連携を密にする。
・（回答）携帯電話は、校内では電源
を切るように指導している。生徒指導
面においても、情報モラルやその使い
方の指導を充実させている。

・学習時間が少ない要因の一つに、
キャリアがなくても生活できる地域で
あるという認識があることが考えられ
る。入学時から、授業の受け方や自主
学習の仕方をきめ細やかに指導し、学
習の楽しさと、努力が成果につながる
ことを実感できる教育を推進してい
く。
・川之江高校にも自習室があり、生徒
は活用している。今後は、より活用し
やすい自習室になるよう検討してい
く。

　１　学校生活全般
・川之江高校生はいつも気持ちのよい挨拶を
してくれる。
・学習を頑張って成績を上げることはもちろ
ん大事であるが、高校生活の中で自分は何で
成長するかを持つことが大切である。したい
ことを伸ばすという視点があってもよい。
・問題行動を起こす若者がいることが四国中
央市の課題の一つである。薬物の使用や深夜
徘徊などをする人物との交流をなくすこと
が、高校生として必要である。
・（質問事項）スマートフォンの使用につい
ての具体的な指導はどうなっているか。

・学習時間が少ないことが課題である。学び
方がわからないのではないだろうか。中学校
では自習室を作り、テスト前に自習できるよ
うにした。
・学習時間が少ない理由を分析する必要があ
る。「この時期は語学に力を入れよう」とい
うように、学習内容を特化することをしては
どうか。
・市役所の自習室は三島高生が利用してい
る。川之江高校生にも自習室が必要である。
・アンケート結果の学習時間の確保が課題で
ある。スモールステップで改善を図ってほし
い。

　２　学習指導
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　５　中学校、ＰＴＡ、同窓会との連携
・令和７年度は、学校と地域が連携し
たかたちで防災教育を進めていく。
・海外研修や橘サマースクールをはじ
め、様々な行事を、今後もＰＴＡ、同
窓会の協力をいただきながら進めてい
きたい。
・令和６年度は、インスタグラムの活
用により、本校の取組を紹介すること
ができた。今後も引き続き、情報発信
をしていきたい。

・ボランティアの申込は、teamsを利
用することにして、個別の参加状況な
どもわかるようにした。
・生徒が減っているので、１部活動当
たりの人数が減っていることが、活動
の魅力低下や、トラブルがあった時の
影響が大きくなっていることにつな
がっている。また、生徒同士の支えあ
う関係が少なくなっている。部活動改
革を進めるに当たり、他校とも協力し
ながら魅力ある部活動にする。

・本校生徒はボランティア活動を熱心
に行っている。引き続き、ボランティ
ア活動の場をできるだけ紹介すると同
時に、今後の進路決定の際に役立つこ
とがあることを、１年次から意識させ
る。
・今年度再開した、グローバル人財育
成事業は、生徒たちにとって視野を広
げる絶好の機会となった。来年度以降
も定期的に実施していく。

・大学への進学を決める際にボランティアが
大切であることを、高校入学時に案内しても
よいのでは。
・専門学校進学が増えているようであるが、
進学先を大学か専門学校かを悩んでいる生徒
に対して、大学進学に向けて刺激を与えるこ
とができないか。
・海外には、若いうちに行ってほしい。

・ボランティアは、川之江高校生はよくやっ
てくれているが、特定の生徒ではないだろう
か。
・部活動の加入率が低下している。原因を分
析して、加入率を上げてもらいたい。また、
途中でやめない工夫はできないか。

・小・中・高合同での避難訓練をしてはどう
か。
・夏休みに実施している橘サマースクールに
参加した生徒のモチベーションがとても高
い。先輩のアドバイスで希望進路が明確にな
ることがあり、よい機会となっている。
・川之江高校の活動は、インスタグラムを通
じてみている。先生が写真を撮ってくれてい
ることに感謝している。
・インスタグラムのフォロアー数が増えてい
ることがうれしい。台湾研修やダンスなどが
印象的である。海外に行くことが人間性を変
えるきっかけになると思う。

　３　進路指導

　４　特別活動


